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法人と学校法人の特性

工藤市兵衛

A peculiauty of a jurisdical person and an 

educational foundation 

Ichibei Kudo 

A distinctive character of a jurisdical person and an educational foundation are 

studiel and more the relation among school and it's focuses will be discusscd 

人と法人及び学校法人の特性並びに学校との関係

について論究し，その問題点を追究している。
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法
人
と
学
校
法
人
の
特
性

第
一
節

法
人
の
意
義

法人と学校法人の特性

法
人
と
は
、
人
間
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
権
利
義
務
の
主

体
た
り
う
る
も
の
(
民
法
三
三
)
、
つ
ま
り
権
利
能
力
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。
あ
る

観
念
的
な
存
在
を
作
っ
て
、
そ
れ
が
、
権
利
義
務
を
持
ち
う
る
こ
と
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
定
の
目
的
の
下
に
結
合
し
た
人
の
団
体
つ
ま
り
人
間
の
集
合
体
と
、
一
定

の
目
的
に
捧
げ
ら
れ
た
財
産
の
集
合
体
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
両
種
の
法
人
の
設

立
。
管
理
a

解
散
及
び
罰
則
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
い
る
(
民
法
三
二
二
八
四
〉

以
下
こ
れ
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

(
一
)
前
者
の
団
体
つ
ま
り
人
間
の
集
合
体
に
お
い
て
は
、
第
一
に
法
律
関
係
の
処

理
の
便
宜
と
い
う
こ
と
で
あ
う
。
例
え
ば
、
家
を
持
ち
、
預
金
を
も
っ
場
合
を
考
え

て
み
よ
う
。
も
し
も
人
間
し
か
権
利
義
務
の
主
体
た
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
と
、
例

え
ば
校
友
会
の
財
産
は
校
友
会
一
同
の
財
産
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
又
家
族
の
場
合

は
全
員
の
家
、
全
員
の
預
金
と
な
る
。
家
屋
の
登
記
に
は
、
全
員
の
名
前
を
並
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
預
金
通
帳
も
、
全
員
の
名
前
を
並
べ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
面
倒
で
あ
る
。
こ
の
め
ん
ど
う
を
避
け
る
に
は
、
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
そ
の
団
体
の
名
前
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
銀

行
な
ど
で
は
認
め
て
く
れ
る
が
、
不
動
産
登
記
上
認
め
ら
れ
て
い
な
い
①
。
こ
れ
が

で
き
な
い
と
す
る
と
、
つ
ぎ
に
、
会
員
の
一
人
ま
た
は
数
人
の
名
義
に
す
る
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
な
ら
簡
単
に
で
き
る
が
、
色
々
な
不
便
が
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
人
が
死

ん
だ
場
合
に
、
相
続
人
が
死
者
の
個
人
の
財
産
で
あ
る
と
思
っ
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
る

争
い
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
名
義
人
が
悪
い
人
で
、
自
分
の
物
の
よ
う
な

顔
を
し
て
他
人
に
売
っ
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ま
た
や
っ
か
い
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ

工

藤

市

兵

衛

の
団
体
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
そ
の
ま
ま
現
わ
す
た
め
の
方
法
が
あ
れ
ば
、

簡
単
で
あ
り
、
め
ん
ど
う
が
な
い
。
即
ち
、
法
人
に
な
る
と
、
そ
の
名
に
お
い
て
権

利
を
有
し
義
務
を
負
い
、
そ
の
た
め
に
そ
の
名
に
お
い
て
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
権

利
義
務
の
た
め
に
そ
の
名
に
お
い
て
訴
え
ま
た
は
訴
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
(
民
法

四
三
)
。
第
二
に
、
も
っ
と
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
団
体
が
個
人
的
に
借
金
を
し
、

債
権
者
が
そ
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
た
が
、
そ
の
財
産
だ
け
で
は
払
い
き
れ
な
い
場

合
に
、
団
体
の
家
屋
の
持
分
は
、
そ
の
者
の
財
産
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
家

屋
の
一
部
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
団
体
に
対
す
る
債
権
者

と
、
構
成
員
個
人
に
対
す
る
債
権
者
と
の
利
害
が
対
立
す
る
が
、
団
体
に
対
す
る
債

権
者
を
よ
り
重
視
し
、
団
体
の
財
産
は
第
一
次
的
に
団
体
に
対
す
る
慣
権
者
の
た
め

に
リ
ザ
ー
ブ
す
る
の
が
、
法
人
の
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
人
の
財
産
と
な
る
と
、

法
人
に
対
す
る
債
権
者
だ
け
が
差
し
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
構
成
員

の
慣
権
者
は
こ
れ
を
差
し
押
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
法
成
員
の
固
体
と
し
て
の
財

産
で
あ
り
、
個
人
の
持
分
と
し
て
の
財
産
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
ぜ
い
ぜ

い
構
成
員
の
法
人
に
対
す
る
利
益
分
配
を
請
求
す
る
権
利
を
差
し
押
さ
れ
る
か
、
法

人
が
解
散
す
る
と
き
に
帰
属
す
る
残
余
財
産
ま
た
は
残
余
財
産
分
配
請
求
権
を
ね
ら

う
ほ
か
な
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
個
人
の
財
産
と
は
別
個
独
立
の
、
団
体
に
の
み
帰

属
し
、
団
体
に
対
す
る
債
権
者
が
排
他
的
に
差
し
押
え
う
る
財
産
を
法
律
的
に
作
り

出
す
こ
と
が
、
法
人
の
主
た
る
意
味
で
あ
る
。
逆
に
云
う
と
個
人
で
は
責
任
を
負
わ

ず
免
責
さ
れ
る
の
で
あ
る
②
。
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(
二
)
次
に
財
産
の
集
合
体
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
固
体
法
と
し
て
取
り
扱
う
の
が



適
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
主
体
が
な
い
一
定
の
目
的
の
た
め
に
の
財
産
を
管
理
す
る

制
度
が
大
陸
法
系
の
立
法
に
な
い
の
で
法
律
上
権
利
義
務
の
主
体
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
③
。

Mar.1993 

(
三
〉
民
法
第
三
十
四
条
で
は
、
公
益
法
人
に
つ
い
て
「
祭
組
、
宗
教
、
慈
悲
、
学

術
、
技
芸
其
他
公
益
ニ
関
ス
ル
社
団
又
ハ
財
団
ニ
シ
テ
営
利
ヲ
目
的
ト
セ
サ
ル
モ
ノ

ハ
主
務
官
庁
ノ
許
可
ヲ
得
テ
之
ヲ
法
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
L

と
定
め
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
公
益
法
人
は
、
①
公
益
に
関
す
る
事
業
を
行
な
う
、
②
営
利
を
目
的
と
し
な

い
、
③
法
人
の
事
業
を
所
管
す
る
府
、
省
の
大
臣
の
許
可
を
得
る
、
④
社
団
又
は
財

団
と
す
る
、
と
い
う
四
つ
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
設
立
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
件
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

公
益
及
び
非
営
利
に
関
し
て
、
旧
公
益
法
人
監
督
事
務
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
四

十
七
年
三
月
の
「
公
益
法
人
設
立
許
可
審
査
基
準
等
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
(
以
下

「
申
し
合
わ
せ
」
と
い
う
)
に
お
い
て
④

寸
公
益
L

と
は
積
極
的
に
不
特
定
多
数
の
者
の
利
益
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
目
的
と
す
る
も
の
は

公
益
性
が
な
い
。

①
同
窓
会
、
同
好
会
等
構
成
員
相
互
の
親
陸
、
連
絡
等
、
②
特
定
団
体
の
構
成
員
、

特
定
の
職
域
の
者
の
み
を
対
象
と
す
る
福
利
、
厚
生
、
相
互
救
済
、
③
後
援
会
等
特

定
個
人
の
精
神
的
、
経
済
的
な
支
援

不
特
定
多
数
及
び
営
利
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
申
し
合
わ
せ
」
で
は
触
れ
て
い
な

い
が
、
一
般
的
に
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

「
不
特
定
多
数
L

と
は
、
法
人
の
事
業
の
対
象
と
な
る
範
囲
や
人
数
が
、
例
え
ば

一
つ
の
町
村
の
程
度
以
上
の
規
模
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
一
つ
の
町
村
民
を
対

象
と
す
る
こ
と
は
、
最
低
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
営
利
を
目
的
と
し
な
い
」
と
は
、
法
人
関
係
者
(
役
職
員
、
会
員
、
寄
付
者
等
)

に
法
人
の
利
益
を
分
配
し
た
り
、
財
産
を
還
元
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
費
用
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の
支
払
い
は
差
し
支
え
な
い
。

し
か
し
、
既
存
の
公
益
法
人
の
な
か
に
は
、
非
営
利
で
あ
る
が
特
定
の
者
を
対
象

と
す
る
い
わ
ゆ
る
寸
中
間
法
人
L

的
な
法
人
も
あ
り
、
ま
た
不
特
定
多
数
者
を
対
象

と
す
る
が
営
利
企
業
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
う
法
人
も
あ
る
。

ち
な
み
に
、
広
義
の
公
益
法
人
と
し
て
社
会
福
祉
事
業
、
医
療
事
業
等
を
行
な
う

も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
社
会
福
祉
事
業
法
、
医
療
法
等
に
よ
っ
て
法
人
格
を
与

え
ら
れ
た
法
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
人
に
対
し
、
民
法
に
基
づ
い
て
法
人
格
を
与

え
ら
れ
た
法
人
を
「
民
法
法
人
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
⑤
。

(
四
)
主
務
官
庁

民
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
は
、
公
益
法
人
の
設
立
に
つ
い
て
「
主
務
官
庁
ノ
許

可
ヲ
得
テ
」
と
定
め
て
い
る
。
公
益
法
人
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
付
行
為
に
よ
っ
て

目
的
と
事
業
の
範
屈
を
明
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
主
務
官
庁
で
あ
る

総
理
府
及
び
各
省
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
法
に
よ
っ
て
任
務
及
び
権
限
の

範
囲
が
規
定
さ
れ
て
い
る
(
総
理
府
の
場
合
は
更
に
各
庁
等
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
ー

し
た
が
っ
て
、
法
人
の
行
な
う
事
業
を
所
掌
し
て
い
る
府
又
は
省
の
長
で
あ
る
大
臣

が
そ
の
法
人
を
所
管
し
、
主
務
官
庁
と
な
っ
て
設
立
の
許
可
及
び
指
導
監
督
を
行
な

う
こ
と
が
あ
る
。

法
人
の
事
業
が
数
府
省
に
ま
た
が
る
場
合
に
は
、
関
係
す
る
府
省
の
「
共
管
」
と

な
る
。
し
か
し
、
共
管
官
庁
の
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
法
人
の
運
営
及
び
監
督

事
務
が
繁
雑
に
な
る
の
で
、
多
数
官
庁
の
共
管
は
避
け
た
方
が
が
よ
い
。

法
人
の
目
的
と
す
る
事
業
の
範
囲
が

1
地
方
又
は

1
都
道
府
県
に
限
ら
れ
る
場
合

の
主
務
官
庁
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
八
年
に
制
定
さ
れ
た
「
許
可
認
可
等
臨
時
措
置

法
」
第
1
項
及
び
同
令
第
4
条
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
支
分
部
局
長
、
都
道
府
県
知

事
又
は
同
教
育
委
員
会
に
「
機
関
委
任
L

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
主
務
官
庁
の
公
益
法
人
行
政
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

官
庁
の
性
格
、
方
針
に
よ
り
若
干
の
差
異
が
あ
る
が
、
そ
の
基
本
的
な
部
分
に
つ
い
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て
の
統
一
的
な
実
施
と
改
善
を
図
る
た
め
、
総
理
府
に
各
省
庁
の
官
房
長
官
等
を
構

成
員
と
す
る
「
公
益
法
人
指
導
監
督
連
絡
会
議
L

(

以
下
「
連
絡
会
議
」
と
い
う
。
)

が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
連
絡
会
議
に
お
い
て
検
討
し
、
決
定
し
た
事
項
等
に
つ
い

て
は
、
各
都
道
府
県
知
事
等
に
も
通
達
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
全
国
知
事
主
催
の
「
全
国
公
益
法
人
事
務
主

管
課
長
会
議
及
び
実
務
研
修
会
ヘ
文
部
省
及
び
地
方
教
育
委
員
会
主
催
の
「
教
育
関

法人と学校法人の特性

法人的区分

二二豆ヨ二二二コ
〔公共金銭}i-{向車防法}

ガス会社 ( ~ ) 

銭選会tl: ( 11 ) 

国 1

区分

'‘¥ &ぬ

議
{
不
得
意
}

{簡法i

i有際金投法)

{保険重量法j

株式会社主事

有頭会社

揺亙会社

非
公
益
(
特
定

係
公
益
法
人
事
務
協
議
会
」
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
地
方
公
益
法
人
行
政
の
向
上

と
連
絡
、
強
調
を
図
っ
て
い
る
。
公
益
法
人
以
外
の
法
人
は
す
う
べ
て
私
法
人
で
あ

る
。
私
法
人
は
私
法
に
準
拠
し
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
り
、
そ
の
目
的
に
よ
り
次

の
様
に
分
類
さ
れ
る
。
な
お
主
務
官
庁
と
そ
の
権
限
の
委
任
先
及
び
所
掌
事
務
は
次

の
通
り
で
あ
る
⑥
。

主務奮持、要径免及び主な務室主毒事務

主務官庁 3書径先 主な F詩護軍事審

総翠見守

縫寝耳守本橋 広事費、?を籍、そ釣銭飽の2主審"glfに属しない』事懇

設務庁 公務奥帯電揺さめ行E生‘統計、:z重量愛会、老人、青少率

園章畳養護員量 IIPJ認可銭安q 受遇、公安宅奮闘

北海道開発庁 ;fci態遭開発も告費夢専
務衛庁 思議府軍義 防世話、鈴f務総額

経i貰企画庁 経i貫一設、留民生活‘鈎筒 t車合計霞

同学校衛庁 何学技f輔の騎認。援F専喝宇宙、原子力

磯境庁 環境保全、自然保縮、大気保全電水資保全

i中縄開発庁 沖縄開発 q 燦緊

箆土庁 国土n圏、地ñ~霊界‘大古事市圏‘土』宮、水資語望

E在Z軍省 をし 司法制E室。 ~1書、経Æ. 更生態Z費、人!題

外務笛 ~;aR警察 mm事関係、 9経i露協力、国連事 i露鐙文化交流

大議蓄
地方財務‘関税濁

!財政金融、閥、鎚仔
臨道府媒

文部審
Ilil道府県 各国学控関係

喜事越府F書紋E軍事~j司会 学校絞督。学生届学術。tl:会経宵 q 体""、文化、文化財 l

E翼5主審 留選府県
衛生‘医言語、 i士会潟栓、児3童家庭、殴~繕栓勺 u金保|
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第
二
節

法
人
の
種
類

(
一
)
こ
こ
で
は
公
法
人
と
私
法
人
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
今
日
で
は
、
公

法
人
と
私
法
人
と
を
区
別
す
る
実
益
は
、
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
区
別
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
理
論
的
区
別
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
意
味
を

持
つ
で
あ
ろ
う
。
公
法
と
私
法
の
区
別
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
公
法
人
と
は

一
般
に
国
の
利
害
に
関
係
あ
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等
に
関
す
る
法

律
七
、
商
法
二
、
国
民
金
融
公
庫
等
は
い
ず
れ
も
寸
公
法
上
の
法
人
」
で
あ
る
と
定

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
法
人
は
い
ず
れ
も
政
府
が
全
額
出
資
と
し
て
事
業
を
経
営
す

る
団
体
で
あ
る
⑦
。

(
二
)
社
団
法
人
・
財
団
法
人
・
中
間
法
人

先
に
述
べ
た
如
く
民
法
上
の
法
人
に
は
、
二
つ
の
も
の
が
あ
る
。
社
団
法
人
と
財

団
法
人
で
あ
る
。
社
団
法
人
と
は
、
そ
の
構
成
員
と
し
て
の
社
員
が
あ
り
、
意
思
決

定
機
関
と
し
て
の
社
員
の
総
会
を
有
す
る
法
人
で
、
規
約
と
し
定
款
を
有
す
る
も
の

で
あ
り
人
の
結
合
の
一
態
様
で
あ
り
人
の
結
合
、
す
な
わ
ち
団
体
に
は
社
団
の
他
に

組
合
が
あ
る
。
労
働
組
合
、
各
種
の
協
同
組
合
は
組
合
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
本
体

は
社
団
で
あ
っ
て
民
法
の
組
合
(
民
六
六
七
二
ハ
八
八
)
が
組
合
の
典
型
で
あ
る
。

財
団
法
人
と
は
、
社
員
や
社
員
総
会
が
な
く
、
財
産
を
必
ず
有
し
、
規
約
と
し
て
寄

付
行
為
を
有
す
る
法
人
で
あ
る
。
こ
の
区
別
は
、
い
ち
お
う
、
法
人
格
の
背
後
に
あ

る
社
会
的
実
態
の
差
異
に
着
目
し
て
作
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
⑧
。
社
団
法
人
は
、
人

間
の
団
体
を
予
想
し
て
い
る
法
人
で
あ
る
。
財
団
法
人
と
は
、
財
産
の
集
合
体
を
予

想
し
た
法
人
で
あ
り
、
具
体
例
と
し
て
は
、
学
校
と
か
、
図
書
館
と
か
、
病
院
が
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
団
体
の
色
彩
の
濃
い
も
の
が
財
団
法
人
に
な
っ
て
い
た
り
、

財
産
の
集
合
体
の
色
彩
の
濃
い
も
の
が
社
団
法
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
両

者
の
法
律
上
の
違
い
は
、
形
が
き
ち
ん
と
し
て
い
れ
ば
、
主
務
官
庁
が
許
可
を
す
る

に
さ
い
し
て
、
こ
れ
を
社
団
法
人
と
す
る
か
財
団
法
人
と
す
る
か
に
つ
き
、
実
態
に
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立
ち
入
っ
て
ど
ち
ら
か
に
せ
よ
と
命
ず
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
仮

に
そ
う
し
て
も
、
そ
の
認
定
が
妥
当
で
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
厳
密
に
い
う

と
、
そ
も
そ
も
、
世
の
中
に
は
、
人
の
集
合
と
、
財
産
の
集
合
と
の
両
者
の
性
質
を

兼
ね
備
え
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
に
割
り
切
る
こ
と
の
難
し
い
も
の
が
多
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
一
定
の
目
的
に
供
さ
れ
た
財
産
を
個
人
の
権
利
に
属
さ
せ
な
い
で
独
立
の

も
の
と
し
て
運
用
す
る
た
め
、
そ
の
財
産
を
構
成
要
素
と
し
て
法
人
設
立
を
認
め
た

も
の
で
あ
り
、
財
産
を
全
く
持
た
な
い
団
体
も
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
運
用
す
る
人
の

い
な
い
財
産
は
な
い
。
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、
宗
教
団
体
を
考
え
れ
ば
よ
い
。

そ
こ
に
は
、
司
祭
と
か
信
者
と
い
っ
た
人
の
集
合
と
、
礼
拝
堂
・
寺
院
等
物
的
設
備

の
集
合
を
含
ん
で
お
り
、
ど
ち
ら
も
通
常
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
前
提
と
す
る
法
人
を
通
常
中
間
法
人
と
読
ん
で
い
る
。
特
別
法
上
の
法
人

は
、
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
が
多
い
⑨
。

法人と学校法人の特性

(
三
〉
公
益
法
人
・
営
利
法
人
・
中
間
法
人

前
二
者
は
民
法
上
の
区
別
で
あ
る
。
公
益
法
人
と
は
、
祭
記
、
宗
教
、
慈
善
、
学

術
、
技
芸
そ
の
他
公
益
に
関
す
る
社
団
ま
た
は
財
団
で
あ
っ
て
、
営
利
を
目
的
と
し

な
い
も
の
で
あ
り
(
民
法
三
四
条
)
、
営
利
法
人
と
は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
社
団
で

あ
り
(
民
法
第
三
五
条
)
商
法
に
よ
っ
て
法
人
と
さ
れ
る
。
公
益
法
人
は
、
法
人
格

を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
主
務
官
庁
の
許
可
が
い
る
。
(
民
法
第
三
四
条
)
営
利
法
人

は
、
商
事
会
社
設
立
の
条
件
に
従
っ
て
法
人
格
を
取
得
す
る
が
、
商
法
に
よ
る
と
、

法
人
格
取
得
に
官
庁
の
許
可
が
い
ら
ず
、
本
庖
の
所
在
置
で
設
立
の
登
記
を
す
れ
ば

足
り
る
。
(
商
法
五
七
条
)
。
要
す
る
に
、
一
定
の
条
件
を
さ
え
備
え
て
い
い
れ
ば
法

人
格
を
取
得
で
き
る
わ
け
で
あ
る
(
準
則
設
立
主
義
)
。
従
っ
て
、
公
益
法
人
か
営
利

法
人
の
違
い
は
、
か
な
り
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
社
団
法
人
は
、
公
益
法
人
・
営
利

法
人
の
ど
ち
ら
に
も
な
れ
る
が
、
財
団
法
人
は
公
益
法
人
し
か
な
い
。
営
利
財
団
法

人
は
民
法
上
の
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
(
民
法
三
四
条
、
三
五
)
。
民
法
上
の
営
利
法

人
を
民
事
会
社
、
商
法
上
の
そ
れ
を
商
事
会
社
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
⑮
。

し
か
し
公
益
を
も
営
利
を
も
目
的
と
せ
ず
、
主
と
し
て
構
成
員
の
非
営
利
的
利
益

を
目
的
と
す
る
社
団
で
あ
っ
て
、
特
別
法
で
法
人
と
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
い
社

交
ク
ラ
ブ
、
会
員
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
す
る
社
団
な
ど
は
こ
れ
を
法
人
と
す
る
途

が
な
い
。
所
謂
「
権
利
能
力
な
き
社
団
」
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
民
法
に
こ
れ
に
関
す

る
規
程
の
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
益
法
人
で
あ
る
た
め
に
は
、
公
益
に
関
す
る
社
団
ま
た
は
財
団
で
る
こ
と
と
、

営
利
を
白
的
と
し
な
い
こ
と
の
こ
つ
が
必
要
で
あ
る
。

(
i
〉
ま
ず
寸
公
益
L

に
つ
い
て
。
祭
紀
、
宗
教
等
々
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
制
限
列
挙
で
な
く
、
例
示
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
異
論
が
な
い
。
「
公
益
」
と
は
、

不
特
定
多
数
人
の
利
益
と
い
わ
れ
て
い
る
。
。
つ
ま
り
、
特
定
の
人
、
た
と
え
ば
団
体

の
構
成
員
だ
け
の
利
益
は
、
公
益
に
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
通
常
、
商
癌
街
や
ク
ラ

ブ
な
ど
は
、
ま
さ
に
構
成
員
だ
け
の
利
益
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
公
益
法
人
に
な
れ

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
民
法
は
、
公
益
法
人
と
は
公
益
に
「
関
ス
ル
」

も
の
と
し
て
お
り
、
公
益
を
寸
目
的
と
す
る
」
と
は
い
っ
て
な
い
。
公
益
に
関
係
す

れ
ば
言
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
可
成
り
範
囲
の
広
い
も
の
で
あ
り
、
認
定
の
問
題

が
生
ず
る
。

(
H
H

〉
つ
ぎ
に
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
を
要
す
る
。
公
益
に
「
関
す
れ
」
ば

よ
い
と
解
す
る
な
ら
ば
。
、
こ
れ
が
、
む
し
ろ
決
め
手
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
営
利
L

と
は
、
物
質
的
利
益
を
構
成
員
に
分
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
精
神
的

な
利
益
を
構
成
員
に
分
け
る
の
な
ら
か
ま
わ
な
い
。
ま
た
、
物
質
的
利
益
を
得
る
行

為
を
し
て
も
、
構
成
員
に
分
け
な
け
れ
ば
よ
い
。
利
益
で
な
い
費
用
の
分
配
は
差
し

支
え
な
い
。
但
し
税
法
は
相
当
の
額
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
民
法
上
、
こ
の
二
種
の
法
人
の
規
定
の
し
か
た
に
は
、
若
干
の
問
題
が

あ
る
。
両
者
だ
け
で
団
体
等
の
す
べ
て
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
か
、
や
や
疑
わ
し
い
。

例
え
ば
、
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
と
、
こ
れ
を
目
的
と
し
な
い
も
の
と
に
分
け
る

- 31-
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な
ら
ば
、
そ
れ
で
一
切
の
団
体
は
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
も
の
の
う
ち
、
公
益
に
関
す
る
も
の
だ
け
が
社
団
法
人
に
な
り
う
る

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
公
益
に
関
す
る
と
い
う
こ
と
を
広
く
解
釈
し
う
る
に
し

て
も
若
干
の
際
聞
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
が
、
公
益
に
関
す
る

も
の
で
も
な
い
社
団
@
財
団
は
、
民
法
上
法
人
に
な
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

同
窓
会
、
商
庖
街
や
ク
ラ
ブ
の
う
ち
公
益
に
関
係
の
な
い
も
の
、
が
こ
れ
に
あ
た
る
だ

ろ
う
。

Vo1.28-A， 

こ
こ
で
も
、
営
利
法
人
と
も
公
益
法
人
と
も
い
い
に
く
く
、
両
者
を
兼
ね

て
い
る
よ
う
な
法
人
も
あ
る
。
特
別
法
上
の
協
同
組
合
や
、
労
働
組
合
な
ど
が
、
こ

の
例
で
あ
る
。
協
同
組
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
構
成
員
の
物
質
的
利
益
を
は
り
、
法

律
上
剰
余
金
の
配
当
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
完
全
に
営
利
を
目
的
と
す

昨
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

成平

な
お
、

第28号A，

尚
法
人
設
立
の
立
法
主
義
に
は
①
特
許
主
義
②
当
然
主
義
③
強
制
主
義
④
許
可
主

義
⑤
認
可
主
義
⑥
準
則
主
義
と
あ
り
、
そ
の
あ
げ
た
順
序
は
、
国
家
の
関
与
が
次
第

に
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
⑪
。

第
三
節

告畑
笠
宮
法
令
で
云
う
と
き
は
、
学
校
教
育
法
一
条
に
定
め
る
学
校
、
を
指
す
旨
を
明

研
示
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
(
教
育
公
務
員
特
例
法
2
、
私
立
学
校
法
五
)
。
し
か
し

学大
日
常
用
語
で
学
校
が
休
み
だ
と
云
う
と
き
の
学
校
は
教
育
機
関
を
意
味
し
、
学
校
が

諜
火
災
だ
と
云
う
場
合
は
、
建
物
を
意
味
す
る
と
解
し
得
る
。
し
か
し
一
般
的
に
云
う

数
な
ら
ば
学
校
と
は
校
長
教
員
等
の
人
的
要
素
と
校
舎
、
校
具
等
と
の
物
的
要
素
の
統

一
体
で
、
一
定
の
場
所
に
お
い
て
、
一
定
機
関
、
一
定
の
課
程
に
よ
り
、
継
続
的
に

特
定
多
数
の
児
童
、
生
徒
に
対
し
教
育
を
行
う
公
設
又
は
公
認
の
機
関
で
あ
る
。
学

校
は
一
定
機
関
、
一
定
の
課
程
に
よ
っ
て
特
定
の
利
用
者
に
教
育
を
行
う
点
に
お
い

て
、
不
特
定
者
の
利
用
に
供
す
る
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館
等
の
社
会
教
育
機
関

学
校
の
意
義
と
種
類
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と
は
異
な
る
。
又
、
学
校
は
、
目
的
別
、
設
置
者
別
、
就
学
義
務
の
有
無
別
等
の
見

地
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
目
的
別
に
分
類
す
れ
ば
次
の

通
り
で
あ
る
。

(
一
)
幼
稚
園
(
学
校
法
七
七
条
)
(
学
校
法
八

O
条
〉
。
(
二
)
小
学
校
(
学
校
法

一
七
条
)
(
学
校
法
1
9
条
)
(
学
校
法
二
二
条
@
二
七
条
)
。
中
学
校
(
学
校
法
三
五

条
)
(
学
校
法
=
一
七
条
)
(
学
校
法
三
九
条
一
項
。
)
(
四
)
高
等
学
校
(
学
校
法
四
一

条
)
(
学
校
法
四
七
条
)
(
学
校
法
四
四
条
)
(
学
校
法
四
五
条
)
(
学
校
法
四
六
条
)

(
学
校
法
四
八
条
〉
0

(

五
)
大
学
(
学
校
法
五
二
条
)
(
学
技
法
五
三
条
)
(
学
校
法

五
四
条
)
(
学
校
法
五
三
条
た
だ
し
書
〉
(
学
校
法
五
四
条
の
一
一
)
(
学
校
法
5

5
条
一

項
。
二
項
@
四
項
)
(
学
校
法
五
六
条
〉
(
学
校
法
6

2
条
@
六
五
条
@
六
七
条
)
(
学

校
法
5

7
条
)
(
学
校
法
六
八
条
の
二
)
(
学
校
法
六
九
条
の
二
)
。
(
六
)
高
等
専
門

学
校
(
学
校
法
七

O
条
の
一
一
)
(
学
校
法
七

O
条
の
三
)
(
学
校
法
七

O
条
の
五
)
。
(
七
)

盲
学
校
(
学
校
法
七
一
条
〉
(
学
校
法
七
二
条
)
。
(
八
)
専
修
学
校
昭
和
五

O
年
七

月
の
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
で
第
七
章
の
二
と
い
う
一
章
が
設
け
ら
れ
、
創
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
学
校
以
外
の
も
の
で
、
職
業
若
し
く
は
実
際
生
活
に
必

要
な
能
力
を
育
成
し
、
又
は
教
養
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
定
の
組
織

的
な
教
育
(
修
業
年
限
は
一
年
以
上
。
授
業
時
数
は
年
間
入

0
0時
間
以
上
、
在
学

生
が
四

O
人
以
上
)
を
行
う
教
育
施
設
で
あ
る
。
(
学
校
法
人
二
条
の
二
)
(
学
校
法

人
二
条
の
三
a

八
二
条
の
四
)
(
学
校
法
人
二
条
の
八
@
八
二
条
の
一

O
、
私
学
法
六

四
条
)
(
学
校
法
人
二
条
の
八
@
一

O
六
条
の
三
項
)
。
(
九
)
各
種
学
校
各
種
学
校

と
は
、
上
記
の
学
校
以
外
の
も
の
で
、
学
校
教
育
に
類
す
る
教
育
を
行
う
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
(
学
校
法
人
三
条
)

q
J
 

第
四
節

学
校
法
人

学
校
法
人
と
は
、
私
立
学
校
法
(
昭
和
二
四
@
三
了
一
五
法
律
二
七

O
号
)

に
よ
り
私
立
学
校
の
設
置
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ
た
法
人
で
あ
る
。
私
立
学
校
法
は
、

私
立
学
校
に
関
す
る
教
育
行
政
と
私
立
学
校
の
設
置
主
体
で
あ
る
学
校
法
人
及
び
私
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学
助
成
(
国
の
財
政
援
助
)
に
つ
い
て
規
定
し
た
法
律
で
あ
り
、
私
立
学
校
に
関
す

る
基
本
法
で
あ
る
⑫
。

寸
法
人
」
と
い
う
の
は
、
自
然
人
以
外
で
、
法
律
上
権
利
義
務
の
、
王
体
と
な
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
(
例
え
ば
、
商
法
上
の
会
社
、
民
法
に
よ
る
公
益
法
人
、

都
道
府
県
@
市
町
村
の
よ
う
な
公
法
人
、
放
送
大
学
学
園
の
よ
う
な
特
殊
法
人
)
。
法

人
の
活
動
は
、
法
人
に
帰
属
す
る
代
表
機
関
の
行
為
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
代
表
機

闘
が
法
人
の
目
的
の
範
囲
内
で
行
っ
た
行
為
の
法
律
上
の
効
果
は
、
法
人
に
帰
属
す

る
(
こ
れ
を
法
人
の
行
為
能
力
と
い
う
)
。
ま
た
、
法
人
の
機
関
が
事
業
遂
行
上
の
行

為
に
よ
っ
て
他
人
に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
法
人
が
賠
償
義
務
を
負
う
(
こ
れ
を

法
人
の
不
法
行
為
能
力
と
い
う
と
し
て
い
る
⑬
。

私
立
学
校
は
、
法
人
格
を
も
っ
た
学
校
法
人
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
但
し
専
修
学
校
各
種
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
偶
人
、
株
式
会
社
、
宗
教
法

人
、
財
団
法
人
等
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
営
利
企
業
と
し
て
の
株
式
会
社
も
認
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
私
立
学
校
の
公
共
性
の
点
よ
り
問
題
な
し
と
し
な
い
。
そ
の
学
校

用
地
や
学
校
校
舎
の
所
有
者
は
学
校
法
人
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
事
故
の

賠
償
責
任
を
負
う
の
も
学
校
法
人
で
あ
る
。
学
校
の
設
置
者
が
、
そ
の
設
置
す
る
学

校
の
経
費
を
負
担
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
(
学
校
法
五
条
)
か
ら
、
私
立
学
校
に
つ

い
て
は
、
学
校
法
人
が
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
私
立
学
校
振
興

助
成
法
(
昭
和
五

O
年
法
六
一
条
)
に
よ
っ
て
、
経
常
的
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
助

成
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

学
校
法
人
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
商
法
上
の
会
社
が
準
則
主
義
に
よ
り
、
民
間
に
よ

る
公
益
法
人
が
許
可
主
義
に
よ
っ
て
い
る
の
と
異
な
り
、
認
可
主
義
が
と
ら
れ
て
い

る
(
私
学
法
一
三
条
)
。
そ
し
て
、
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

(
私
学
法
三
三
条
)
。
学
校
法
人
の
住
所
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
あ
る

も
の
と
さ
れ
る
(
私
学
法
二
七
条
)
。
民
法
の
財
団
法
人
に
類
似
し
て
い
る
が
、
私
立

学
校
の
設
置
主
体
の
公
共
性
を
高
め
る
た
め
に
種
々
の
制
約
を
設
け
て
特
別
の
法
人

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
し
た
の
で
あ
る
。
私
立
学
校
の
自
主
性
と
公
共
性
が
反
映
さ

法人と学校法人の特性

れ
る
よ
う
、
制
度
上
の
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

学
校
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
設
立
を
目
的
と
す
る
寄
附
行
為
を

も
っ
て
少
な
く
と
も
次
に
揚
げ
る
事
項
を
定
め
、
文
部
省
令
(
私
立
学
校
法
施
行
規

則
昭
和
二
五
@
三
8

一
回
文
部
省
令
第
一
二
号
)
で
定
め
る
手
続
き
に
従
っ

て
、
当
該
寄
付
行
為
に
つ
い
て
所
轄
庁
(
私
立
大
学
及
び
私
立
高
等
専
門
学
校
を
設

置
す
る
学
校
法
人
に
あ
っ
て
は
文
部
大
臣
、
そ
の
他
の
私
立
学
校
を
設
置
す
る
学
校

法
人
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
)
の
認
可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
私
学

法
三

O
条
一
項
)
。

(
一
)
目
的
、
つ
一
)
名
称
、
(
三
)
そ
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
名
称
(
課
程
、

学
部
、
大
学
院
、
大
学
院
の
研
究
科
、
学
科
又
は
部
の
名
称
文
は
種
類
)
、
(
四
)

事
務
所
の
所
在
地
、
(
五
)
役
員
に
関
す
る
規
定
、
(
六
)
評
議
員
会
及
び
評

議
員
に
関
す
る
規
定
、
(
七
)
資
産
及
び
会
計
に
関
す
る
規
定
、
(
八
)
収
益

を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
に
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
そ
の
他
そ
の
事
業
に

関
す
る
規
定
、
(
九
)
解
散
に
関
す
る
規
定
、
(
十
)
寄
附
行
為
の
変
更
に
関

す
る
規
定
、
(
十
一
)
公
告
の
方
法

所
轄
庁
は
、
学
校
法
人
の
設
立
の
認
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
に
係
る

学
校
法
人
の
資
産
が
そ
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
経
営
に
必
要
な
財
産
に
該
当
し
て

い
る
か
ど
う
か
、
当
該
寄
附
行
為
の
内
容
が
法
令
の
規
程
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ど

う
か
等
を
審
査
し
た
上
で
、
認
可
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
認
可
す
る
場

合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
私
立
学
校
審
議
会
、
文
部
大
臣
に
あ
っ
て
は

私
立
大
学
審
議
会
の
意
見
を
あ
ら
が
じ
め
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
私
学
法
三
一

条
)学

校
法
人
に
は
、
役
員
と
し
て
五
人
以
上
の
理
事
、
及
び
二
人
以
上
の
監
事
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
理
事
の
う
ち
一
人
は
、
寄
付
行
為
の
定
め
る
所
に

よ
り
、
理
事
長
と
な
る
(
私
学
法
三
二
条
)

0

な
お
、
学
校
法
人
の
公
共
性
を
高
め
る

た
め
、
各
役
員
に
つ
い
て
そ
の
配
偶
者
又
は
三
親
等
以
内
の
親
族
が
一
人
を
越
え
て

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

- 33-



学
校
法
人
の
業
務
は
、
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
が
な
い
と
き
は
、

を
も
っ
て
決
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
(
私
学
法
三
六
条
)
。

理
事
の
過
半
数

Mar.1993 

特
殊
法
人
と
し
て
の
放
送
学
園
大
学

放
送
学
園
大
学
と
は
、
放
送
等
に
よ
り
教
育
を
行
う
大
学
(
放
送
大
学
〉
の
設
置

主
体
た
る
特
殊
法
人
で
あ
る
(
放
送
大
学
学
園
法
一
条
・
二
条
、
学
校
法
二
条
三
項
)
。

本
部
は
、
千
葉
県
千
葉
市
に
置
か
れ
る
。
な
お
、
放
送
大
学
は
、
教
育
基
本
法
第
九

条
第
二
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
が
設
置
す
る
学
校
と
み
な
さ
れ
る
(
放
送
大
学

学
園
法
四

O
条)。

ま
た
、
学
校
教
育
法
第
六
四
条
に
つ
い
て
は
、
公
、
私
立
大
学
と
同
様
に
取
り
扱

う
こ
と
と
、
文
部
大
臣
の
所
轄
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
学
校
法
六
四
条
)
。
正

規
の
大
学
で
あ
り
、
目
下
の
所
関
東
一
周
を
放
送
の
範
聞
と
し
て
い
る
。

Vo1.28-A， 平成 5年，

第
五
節

学
校
法
人
の
性
格
と
問
題
点

第28号A，

私
立
学
校
法
は
、
前
項
で
上
述
し
た
通
り
、
私
立
学
校
に
関
す
る
教
育
行
政
と
私

立
学
校
の
設
置
主
体
と
し
て
の
学
校
法
人
及
び
私
学
助
成
(
国
の
財
政
援
助
)
に
つ

い
て
規
制
し
た
法
律
で
あ
り
、
そ
の
第
三
条
に
学
校
法
人
が
規
程
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
経
過
は
次
の
通
り
概
説
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

戦
前
戦
中
の
教
育
審
議
会
、
新
憲
法
の
立
法
課
程
、
教
育
刷
新
委
員
会
の
論
議
の

中
で
、
私
学
の
振
興
助
成
と
と
も
に
学
校
法
人
制
度
樹
立
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
⑭
。

一
方
私
学
の
側
で
は
、
戦
後
の
混
乱
窮
乏
を
打
開
し
て
、
私
学
教
育
の
復
興
充
実

を
目
標
と
し
て
、
昭
和
一
二
年
九
月
以
降
、
大
学
、
専
門
学
校
及
び
中
等
学
校
な
ど

の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
て
、
あ
る
い
は
大
会
を
聞
き
、
決
議
を
し
、
国
会
及

び
政
府
に
建
議
を
し
、
文
部
省
、
国
会
方
面
に
連
日
の
如
く
陳
情
を
繰
り
返
し
た
。

こ
の
よ
う
な
私
学
団
体
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
昭
和
二
一
年
一

O
月
三
日
、
第
九

O
帝
国
議
会
衆
議
院
本
会
議
は
、
各
派
共
同
提
案
に
よ
る
寸
私
学
振
興
に
関
す
る
決

議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
そ
し
て
民
主
日
本
再
建
の
途
が
個
性
を
尊
重
し
て
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そ
の
自
覚
と
向
上
を
促
し
、
確
乎
た
る
信
念
の
下
に
文
化
の
輿
隆
と
啓
培
を
期
す
る

に
あ
る
を
思
え
ば
、
私
学
振
興
の
要
は
現
下
に
お
い
て
特
に
緊
急
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
し
て
い
る
⑮
。
そ
れ
は
、
①
官
公
私
立
学
校
生
徒
学
費
負
担
の
不
均
衡
是
正
②

戦
災
私
学
復
興
の
助
成
③
戦
災
私
学
の
有
す
る
特
殊
預
金
の
無
条
件
解
除
④
私
学
へ

の
寄
附
金
に
対
す
る
減
免
⑤
私
立
学
校
教
職
員
待
遇
改
善
費
の
補
助
、
の
五
項
目
で

あ
っ
た
。
政
府
も
こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
二
二
年
一
月
、
私
立
学
校
戦
災
復
旧
貸
与

金
二
四
一
ニ

O
万
六

0
0
0円
を
国
庫
よ
り
支
出
し
た
。

ま
た
、
私
立
学
校
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
。
連
合
軍
総
指
令
部
で
教
育
指

導
に
当
た
っ
て
い
た
民
間
情
報
教
育
部

(
C
I
E
〉
の
幹
部
も
、
当
初
は
、
私
学
振

興
に
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
て
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
は
私
学
の
管
理
監
督
は
ま
っ
た

く
文
部
省
の
所
管
か
ら
は
ず
し
て
私
学
自
体
の
管
理
監
督
を
自
主
的
に
行
う
機
構
を

作
る
よ
う
サ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
と
い
う
。
日
本
私
学
団
体
総
連
合
会

(
以
下
寸
総
連
合
会
」
と
略
称
〉
の
結
成
(
昭
和
二
二
年
五
月
二
六
日
)
、
そ
の
機
構

改
革
に
つ
い
て
も
C
I
E
の
意
見
に
負
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
私
学
助

成
の
問
題
に
な
る
と
そ
う
簡
単
に
い
か
な
か
っ
た
。
政
府
出
資
の
特
殊
金
融
機
関
「
教

育
金
融
公
庫
」
の
設
立
が
、
総
連
合
会
当
初
か
ら
の
私
学
の
要
望
に
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
総
司
令
部
経
済
科
学
局
の
い
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
昭
和
二
二
年
の

夏
、
衆
参
両
院
議
員
全
員
が
賛
成
し
、
当
時
の
大
蔵
大
臣
栗
槍
魁
夫
氏
も
了
解
賛
意

を
表
し
な
が
ら
、
つ
い
に
法
案
を
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
同
年
五
月
、
大
正
二
ニ
(
一
九
二
四
)
年
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
四

年
三
九
二
九
)
年
以
来
引
き
続
き
国
の
補
助
を
受
け
て
き
た
私
立
中
等
学
校
恩
給

財
団
(
昭
和
二
八
年
三
月
六
日
寸
私
学
恩
給
財
団
L

と
改
称
)
に
対
す
る
国
庫
補
助

は
、
憲
法
人
九
条
に
よ
り
こ
れ
は
で
き
な
い
、
と
い
う
総
司
令
部
民
間
教
育
情
報
部

の
通
知
が
、
文
部
省
を
通
じ
て
間
財
団
理
事
長
児
玉
九
十
氏
に
伝
達
さ
れ
た
。

総
連
合
会
で
は
、
一
九
四
七
年
の
暮
か
ら
一
九
四
八
年
に
か
け
て
、
同
連
合
会
に

設
け
た
「
私
立
学
校
法
委
員
会
L

に
お
い
て
、
私
立
学
校
行
政
基
礎
法
案
、
私
立
学

校
財
政
特
別
措
置
法
案
の
構
想
を
立
て
た
。
私
立
学
校
行
政
基
礎
法
案
で
は
、
学
校

- 34-
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の
設
置
廃
止
お
よ
び
設
置
者
の
変
更
の
認
可
、
な
ら
び
に
法
令
違
反
の
場
合
の
閉
鎖

命
令
に
関
す
る
事
項
以
外
は
、
私
立
学
校
の
自
主
的
機
構
に
よ
っ
て
私
学
行
政
は
運

営
さ
れ
、
こ
の
自
主
的
機
構
と
は
、
私
立
学
校
が
学
校
種
別
な
ら
び
に
地
域
に
よ
っ

て
構
成
し
た
協
会
と
、
そ
の
協
会
の
連
合
体
で
あ
る
団
体
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

私
立
学
校
財
政
特
別
措
置
法
案
で
は
、
私
立
学
校
の
公
共
性
に
基
づ
き
、
そ
の
戦

災
復
興
に
つ
い
て
は
、
国
の
予
算
を
も
っ
て
必
要
な
金
融
措
置
を
講
ず
る
こ
と
、
ま

た
私
立
学
校
の
経
営
費
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
形
式
に
よ
っ
て
公
費
の
補
助
を
す
る

こ
と
、
私
立
学
校
を
経
営
す
る
法
人
に
は
す
べ
て
租
税
を
課
さ
な
い
こ
と
、
お
と
び

寄
附
金
に
つ
い
て
も
課
税
の
対
象
に
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

な
お
総
連
合
会
で
は
、
昭
和
二
=
一
年
(
一
九
四
人
)
年
四
月
に
い
た
り
、
上
の
二

法
案
の
ほ
か
に
学
校
法
人
法
案
を
加
え
て
、
こ
れ
ら
三
法
案
を
私
立
学
校
法
案
の
名

の
も
と
に
一
本
に
統
合
し
て
研
究
を
進
め
た
。
先
に
教
育
刷
新
委
員
会
で
も
検
討
さ

れ
、
昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
二
七
日
の
第
一
回
建
議
事
項
の
コ
ニ
私
立
学
校
に
関
す

る
こ
と
L

と
し
て
内
閣
に
建
議
さ
れ
て
い
る
が
、
総
連
合
会
で
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、

そ
の
文
教
審
議
会
で
は
や
く
か
ら
専
門
委
員
会
を
設
け
て
鋭
意
研
究
を
行
い
、
す
で

に
学
校
法
人
に
関
す
る
基
本
構
想
を
確
立
し
て
い
た
も
の
で
、
私
立
学
校
法
委
員
会

に
お
い
て
、
こ
の
構
想
に
基
づ
い
て
法
案
の
作
成
に
当
た
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

さ
て
総
連
合
会
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
私
学
関
係
者
が
委
員
と
し
て
追
加
任
命
さ

れ
た
教
育
刷
新
委
員
会
第
二
二
回
は
、
そ
れ
ら
の
人
の
活
躍
も
あ
っ
て
、
昭
和
二

三
年
七
月
三

O
日
第
七
五
回
総
会
に
お
い
て
「
私
立
学
校
法
案
に
つ
い
て
し
を
採
択

し
、
八
月
二
日
第
二
二
回
建
議
事
項
と
し
て
内
閣
に
建
議
し
た
。
そ
の
内
容
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
⑬
⑫
⑬
。

一
私
立
学
校
法
案
に
つ
い
て

公
立
学
校
に
対
す
る
教
育
委
員
会
法
の
施
行
に
伴
い
私
立
学
校
に
対
し
て

も
、
都
道
府
県
私
学
教
育
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

際
先
の
事
項
を
内
容
と
す
る
私
立
学
校
法
を
至
急
制
定
す
る
こ
と
。

法人と学校法人の特性

一
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
と
併
合
し
て
、
都
道
府
県
私
学
教
育
委
員
会
(
以

下
「
私
学
教
育
委
員
会
」
と
い
う
)
を
設
け
、
高
等
学
校
以
下
の
私
立
学
校

及
び
私
立
各
種
学
校
の
教
育
行
政
を
所
掌
さ
せ
る
こ
と
。

二
私
学
教
育
委
員
会
は
、
私
立
学
校
の
代
表
者
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ら
の
代

表
者
か
ら
選
考
さ
れ
た
者
三
名
、
私
立
学
校
在
学
幼
児
、
児
童
生
徒
の
保
護

者
の
代
表
者
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ら
の
代
表
者
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
た
者
一

名
、
都
道
府
県
議
会
の
議
員
の
う
ち
か
ら
、
議
会
に
お
い
て
選
考
さ
れ
た
者

一
名
及
び
学
識
経
験
者
の
う
ち
か
ら
都
道
府
県
知
事
が
都
道
府
県
の
議
会
の

同
意
を
経
て
任
命
し
た
二
名
を
も
っ
て
組
織
す
る
こ
と
。

三
私
学
教
育
委
員
会
の
権
限
は
、
私
立
学
校
(
私
立
の
各
種
学
校
を
含
む
)

の
設
置
廃
止
の
認
可
を
行
う
こ
と
、
閉
鎖
を
命
ず
る
こ
と
、
及
び
設
備
、
授

業
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
、
並
び
に
教
科
用
図
書
の
検
定
、
教
職
員
の
免
許

状
の
発
行
、
私
学
教
育
委
員
会
規
則
の
制
定
改
廃
等
の
事
項
に
す
る
こ
と
。

四
私
立
学
校
の
教
職
員
が
故
意
に
法
令
の
規
程
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
私

学
教
育
委
員
会
は
、
学
校
に
対
し
て
、
こ
れ
が
罷
免
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
こ
井
」
。

F
h
d
 

五
私
学
教
育
委
員
会
と
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
と
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、

特
に
考
慮
す
る
こ
と
。

六
私
立
学
校
法
に
盛
る
べ
き
学
校
法
人
の
組
織
、
免
税
、
補
助
等
に
つ
い
て

は
、
教
育
刷
新
委
員
会
第
十
七
回
総
会
採
択
「
私
立
学
校
に
関
す
る
こ
と
L

に
よ
る
こ
と
。

な
お
、
私
立
学
校
法
と
は
別
に
私
立
学
校
教
育
の
恩
給
制
度
を
設
け
、
国

及
び
地
方
公
共
団
体
は
こ
れ
に
対
し
、
適
当
な
助
成
を
な
す
こ
と
。

以
上
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
私
立
学
校
側
が
私
立
学
校
法
制
定
の
目
的
と
し
た
も

の
は
、
私
学
の
自
主
性
の
確
立
、
公
共
性
の
保
持
、
お
よ
び
私
学
へ
の
園
、
地
方
公

共
団
体
の
助
成
の
三
つ
で
あ
り
、
こ
れ
が
ま
た
私
学
法
を
貫
く
精
神
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
⑬
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
総
連
合
会
の
私
立
学
校
法
委
員
会
で
考
え
ら
れ
、



Mar.1993 

ま
た
教
育
刷
新
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
建
議
事
項
に
は
、
い
く
つ
か
の
疑
点
が
あ
っ

た
。
特
に
私
学
の
自
主
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
自
縄
自
縛
的
な
私
学
教
育
委
員
会

と
い
う
監
督
機
関
を
設
け
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
権
限
の
範
囲
に
疑
問
が
出
さ
れ
た
。

そ
こ
で
私
立
大
学
に
つ
い
て
は
文
部
大
臣
が
、
大
学
以
外
の
私
立
学
校
に
つ
い
て
は

都
道
府
県
知
事
が
監
督
庁
と
な
っ
た
、
し
か
も
そ
の
名
を
「
所
轄
庁
し
と
し
て
、
私

立
学
校
の
設
置
廃
止
お
よ
び
設
置
者
の
変
更
の
認
可
な
ら
び
に
法
令
違
反
の
場
合
の

閉
鎖
命
令
に
関
す
る
事
項
に
限
り
、
私
立
大
学
審
議
会
、
私
立
学
校
審
議
会
の
意
見

を
聞
い
て
こ
れ
を
行
い
、
教
員
免
許
状
の
発
行
、
教
科
書
の
検
定
は
知
事
の
事
務
に

属
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
は
私
立
学
校
の
自
主
性
に
ま
か
せ
る
と
い
う
趣
旨
の
私

立
学
校
法
案
を
昭
和
二
四
(
一
九
四
九
)
年
二
月
一
九
日
の
総
連
合
会
の
総
会
で
採

択
し
た
。

私
立
学
校
に
体
す
る
包
括
的
@
恒
久
的
な
国
公
費
助
成
へ
の
道
が
法
制
化
さ
れ
た

こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
立
法
過
程
に
お
い
て
は
憲
法
八
九
条
(
公
の
財
産

の
支
出
利
用
の
制
限
)
解
釈
に
基
づ
く
私
学
助
成
違
憲
論
も
強
い
。
し
か
し
私
立
学

校
が
学
校
教
育
法
一
条
等
に
規
定
さ
れ
た
学
校
と
し
て
教
育
基
本
法
六
条
の
「
公
の

性
質
」
を
持
つ
も
の
で
あ
る
う
こ
と
が
助
成
制
度
へ
の
合
憲
論
の
根
拠
で
あ
る
。
更

に
私
学
関
成
制
度
の
確
立
を
根
拠
づ
け
る
積
極
的
条
件
は
、
憲
法
一
四
条
(
法
の
下

の
平
等
)
、
二
五
条
(
生
存
権
)
、
二
六
条
(
教
育
を
受
け
る
権
利
)
、
教
育
基
本
法
三

条
(
教
育
の
機
会
均
等
)
に
基
づ
く
基
本
的
権
限
と
し
て
の
国
民
の
教
育
権
を
そ
の

平
等
な
保
障
の
規
定
に
求
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
免
許
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
従
来

免
許
特
権
を
受
け
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
私
学
法
で
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た

@
。
し
か
し
最
も
困
難
な
問
題
は
、
人
事
運
営
面
に
お
い
て
所
轄
庁
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
権
限
を
持
た
せ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
私
立
大
学
審
議
会
、
私
立
学
校
審
議
会
の

委
員
に
最
小
限
の
公
平
な
第
三
者
を
加
え
る
こ
と
を
法
務
庁
が
主
張
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
総
連
合
会
の
猛
烈
な
反
対
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
結
局
私
立

学
校
審
議
会
、
私
立
大
学
審
議
会
の
委
員
の
う
ち
学
識
経
験
者
の
数
を
私
学
関
係
者

の
三
分
の
一
以
内
と
す
る
こ
と
(
私
学
法
一

O
条
三
項
、
一
九
条
三
項
)
に
な
り
、
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助
成
を
受
け
る
学
校
法
人
に
対
す
る
所
轄
庁
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
①
助
成
に
関
し

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
校
法
人
か
ら
そ
の
業
務
ま
た
は

会
計
に
状
況
に
関
し
報
告
を
徴
す
る
こ
と
、
②
当
該
学
校
法
人
の
予
算
が
助
成
の
目

的
に
照
ら
し
た
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
予
算
に
つ
い
て
必

要
な
変
更
を
な
す
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
、
③
当
該
学
校
法
人
の
役
員
が
法
令
の

規
程
、
法
令
の
規
程
に
基
づ
く
所
轄
庁
の
処
分
又
は
寄
附
行
為
に
違
反
し
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
役
員
の
解
職
を
す
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
で
妥
協
が
成
り
立
っ
た
。

上
述
の
よ
う
に
制
定
さ
れ
た
私
立
学
校
法
に
お
け
る
私
学
監
督
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
用
語
の
上
か
ら
も
官
僚
臭
の
強
い
「
監
督
庁
L

と

い
う
の
を
止
め
て
「
所
轄
庁
L

変
え
ら
れ
た
こ
と
は
。
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ

し
て
第
一
に
学
校
の
設
置
者
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
実
定
法
上
の
制
度
と
し
て
の
学

校
法
人
制
度
を
設
け
(
私
学
法
二
、
二
ゴ
二
五
条

1
1
系
統
的
な
学
校
と
し
て
の
設

置
者
は
原
則
と
し
て
学
校
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

首
・
ろ
う
@
養
護
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
の
設
置
者
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
学
校
法

人
で
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
さ
れ
た
(
学
校
法
二
条
一
項
、
一

O
二
条
一
項
)
。
そ
の

設
立
の
認
可
や
管
理
に
関
し
て
は
詳
細
な
規
程
が
あ
り
、
新
た
に
収
益
事
業
が
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
私
学
法
二
五

i
二
八
条
)
。
そ
し
て
収
益
事
業
の
停
止
(
同
法

六
一
条
)
、
解
散
命
令
(
同
法
六
二
条
)
お
よ
び
罰
則
(
同
法
六
六
、
六
七
条
)
も
規

程
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
公
共
性
の
観
点
か
ら
の
規
制
で
あ
る
が
、
私
学
の
自
主

性
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
@
。

第
二
に
、
私
学
法
第
五
条
一
項
一
号
で
、
学
校
教
育
法
四
条
の
規
程
に
か
か
わ
ら
ず
、

所
轄
庁
は
、
私
立
学
校
設
置
廃
止
お
よ
び
設
置
者
の
変
更
の
認
可
の
権
限
を
有
す
る

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
私
学
法
の
規
程
が
学
校
教
育
法
に
対
し
て
優
先
的

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
学
校
教
育
法
第
四
条
に
定
め
る
設

置
廃
止
、
設
置
者
の
変
更
の
認
可
お
よ
び
同
条
の
委
任
に
か
か
る
同
法
施
行
令
第
二

三
条
の
認
可
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
揚
げ
る
も
の
以

外
に
は
所
轄
庁
に
は
認
可
の
権
限
が
な
い
の
で
あ
る
。
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第
三
に
学
校
教
育
法
第
二
二
条
に
定
め
る
学
校
の
閉
鎖
命
令
は
、
私
立
学
校
に
は

適
用
せ
ず
、
別
に
私
立
学
校
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
閉
鎖
命
令
に
関
す
る
規
程

を
設
け
た
。
私
立
学
校
法
優
先
適
用
の
趣
旨
で
あ
り
、
所
轄
庁
の
権
限
を
制
限
列
挙

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一

j
第
三
に
か
か
る
所
轄
庁
の
権
限
の
行
使
に
当

た
っ
て
は
、
私
立
学
校
審
議
会
お
よ
び
私
立
大
学
審
議
会
に
諮
問
を
要
す
る
も
の
と

し
た
(
私
学
法
人
、
三
一
、
六
三
条
)
。

第
四
に
、
監
督
庁
の
設
備
、
授
業
料
等
の
変
更
命
令
権
に
関
す
る
学
校
教
育
法
第

一
四
条
は
私
立
学
校
に
は
適
用
し
な
い
こ
と
に
し
た
(
私
学
法
五
条
二
項
)
。
学
校
教

育
法
一
四
条
の
私
立
学
校
に
対
す
る
適
用
除
外
を
定
め
て
い
る
。
本
条
は
学
校
が
設

備
、
授
業
等
に
つ
い
て
法
令
の
規
定
又
は
、
監
督
庁
の
定
め
る
規
定
に
違
反
し
た
と

き
、
監
督
庁
が
そ
れ
に
つ
い
て
変
更
命
令
を
発
す
る
権
隈
を
持
つ
こ
と
を
定
め
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
私
立
学
校
に
つ
い
て
は
そ
の
自
主
性
尊
重
の
建
前
か
ら
、
同
条
を

適
用
し
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
昭
和
四
五
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
私

立
大
学
等
経
常
費
、
補
助
金
が
、
日
本
私
学
援
興
財
団
を
通
じ
て
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
本
法
五
九
条
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
た
結
果
、
私
立
学
校
に
対

し
て
も
変
更
命
令
権
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

第
五
に
学
校
教
育
法
第
一
五
条
に
定
め
る
予
算
決
算
の
監
督
庁
へ
の
届
出
義
務
に

関
す
る
規
程
を
削
除
し
た
(
私
学
法
附
則
一
八
項
)
、
そ
し
て
財
産
目
録
、
貸
借
対
照

表
お
よ
び
収
支
計
算
書
の
作
成
、
備
置
義
務
だ
け
を
定
め
た
(
同
法
四
十
七
条
)
。
な

お
こ
の
ほ
か
に
、
所
轄
庁
の
権
限
と
し
て
、
私
立
学
校
に
対
し
て
、
教
育
の
調
査
、

統
計
そ
の
他
に
関
し
て
必
要
な
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
ち
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
権
限
の
制
限
列
挙
と
い
う
意
味
が
あ
ろ
う
(
同
法
六
条
)

こ
の
よ
う
に
、
私
立
学
校
の
廃
止
、
学
校
教
育
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
一
応
方
向

づ
け
ら
れ
た
私
学
の
自
由
の
拡
大
、
所
轄
庁
の
監
督
な
い
し
は
権
限
の
縮
小
は
、
私

立
学
校
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

私
立
学
校
令
に
限
っ
て
い
え
ば
、
同
令
第
三
条
で
私
立
学
校
の
校
長
ま
た
は
学
校
を

代
表
す
る
も
の
に
つ
い
て
監
督
庁
の
認
可
を
要
し
た
も
の
が
、
わ
ず
か
に
学
校
教
育

法人と学校法人の特性

法
第
一

O
条
に
校
長
の
届
出
義
務
の
形
で
残
さ
れ
る
だ
け
と
な
っ
た
。
し
か
し
行
政

指
導
の
名
目
で
毎
年
行
わ
れ
る
指
導
に
は
法
律
に
基
づ
か
な
い
場
合
に
よ
っ
て
窓
意

的
指
導
が
行
わ
れ
、
こ
れ
が
県
の
段
階
で
は
基
本
・
標
準
も
な
く
ば
ら
ば
ら
に
行
わ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

注
①
北
岡
信
一
著
不
動
産
登
記
申
請

版
社
二
ニ
七
頁
。

改
訂
六
版
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式
会
社
大
成
出

②
我
妻
栄

著

民
法
総
則

岩
波
書
房

一
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。
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前
掲
書
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。

④
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公
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版
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公
益
法
人
の
設
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運
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の
手
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民
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書
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事
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書
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設
立
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同
文
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⑨
星
野
英
一

⑮
前
掲
書

⑪
前
掲
書

田
中
誠

有
信
堂

⑫
有
倉
遼
士
口

⑬
我
妻
栄

⑪
太
田
宏

下。

⑮
阿
部
新

室
一
同
房

⑬
太
田
宏

⑪
長
峰
毅

⑬
阿
部
新

⑬
尾
吹
善
人

@
太
田
宏

官者

前
掲
書

一
二
三
頁
。

@
長
峰
毅

一
二
三
頁
。

一
二
四
頁
。

著
新
版
株
式
会
社
法
律
実
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(
二
一
全
訂
版
)

一
九
頁
。

編

新
版
教
育
法

日
本
評
論
社

二
二

O
頁。

著

前
掲
書

二
ハ
二
頁
。

著

証
言

戦
後
の
文
教
政
策

第
一
法
規

九
九
頁
以

著
教
育
関
係
法
令
目
録
並
び
に
索
引

二
五
四
頁
。

η
↓
J
門
川
H
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『
岡
山

τ
t
i

町
出
町
王
か

L
持
刷

H
U

風
間

著

前
掲
書

一
O
四
頁
。

著

学
校
法
人
と
私
立
学
校

日
本
評
論
社

一
O
一
頁
。

著

前
掲
書

五
九

O
頁。

他
編

前
掲
書

一
六
九
頁
。

著

前
掲
書

一
九
六
頁
。

嘉一

前
掲
書

一
O
五
頁
。
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